
今月の野菜

１　産地の概要
香川県では、一年を通して日照時間が
長く、降水量が少ない瀬戸内海式気候を
生かして秋冬作物が盛んに栽培されてい
る。ブロッコリー、レタス、金時にんじん、
マーガレットなど収益性の高い作物を中
心に、全国に誇れる特色ある農産物を栽
培しており、県内はもとより京阪神や京浜
地域などに新鮮で良質な農産物を供給し
ている。
香川県の農家１戸当たり耕地面積は1.0
ヘクタールであり、全国平均（2.5ヘクター
ル）の半分以下と農業経営規模は零細で
あるが、ため池や香川用水などにより農

業用水を確保し、農地の効率的な利用や
経営の複合化を図り、生産性の高い農業
を営んできた。
香川県農業協同組合（以下「ＪＡ香川県」
という）は、平成12年4月に県内の43の
ＪＡが合併して誕生した。その後、さらに
2ＪＡと合併し、25年４月以降、県単一
農協として香川県全体を管内としている
（図１）。
令和３年度のＪＡ香川県における農産物
取扱高（税抜）は、野菜部門が171億
4000万円、そのうちいちごの取扱高は33
億9300万円であり、県内２位の品目となっ
ている（図２）。
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図１　ＪＡ香川県の管内図



２　香川県のいちごの栽培
（１）�県オリジナル「らくちん栽培」の開発
　香川県のいちご栽培は、大正14年の高
松市栗林での露地栽培が始まりといわれて
いる。本格的な栽培は、戦後の昭和27～
28年頃からである。当時の栽培様式は露
地栽培、石垣栽培だったが、35年頃から
トンネル栽培、その後次第にハウス栽培へ
切り替わり、平成８年に香川大学、香川県
農業試験場、ＪＡ香川県が共同で香川県オ
リジナルのいちご高設養液システム「らく

ちん栽培」を開発した。
　「らくちん栽培」は、腰をかがめず立っ
たまま作業ができることから身体への負担
が少ない栽培方法であり、現在も老若男女
問わず、この栽培方法を導入している。
　現在、香川県産いちごの約95%が高い
位置に設置されたベッドで栽培されてい
る。果実が空中にぶら下がっているため清
潔で、日光が均一に当たることから、色沢、
大きさ、糖度、形状に優れたいちごの生産
を可能にしている（写真１）。
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図２　ＪＡ香川県の品目別野菜取扱高（令和３年度）
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写真１　香川県オリジナルのいちご高設養液システム「らくちん栽培」



（２）生産動向
主な産地は、高松市、丸亀市、観音寺市、
さぬき市、東かがわ市、三豊市、三木町、
綾川町、小豆島などであり、県内全域にお
いて栽培が行われている（図３）。
栽培面積は、昭和40年代のビニールハ
ウスの普及で急速に増加し、54年には作
付面積344ヘクタールに達した。その後、

農家の高齢化などにより減少傾向にあっ
たが、「らくちん栽培」などの新技術の開
発や県育成品種「さぬきひめ」の導入に
より、平成27年頃からは作付面積および
生産量ともに維持しており、令和２年の
作付面積は85ヘクタール、生産量は
3150トン（図４）、農家戸数は302戸と
なっている。

（３）�「さぬきファーマーズステーション」を
活用した栽培管理

栽培管理においては、温度管理を徹底
することはもちろんのこと、必要な分だ
けの肥料や水を与えることで糖度を安定
させており、常に「品質」にこだわった
いちごを出荷している。遠隔操作で温度
や二酸化炭素濃度のモニタリングおよび
制御を行うことのできる県独自開発の環
境制御システム「さぬきファーマーズス
テーション」（高位平準化システム）を活
用し、作業管理の徹底・効率化を図り、
高品質生産につなげている。
また、生産技術や栽培環境情報などの栽
培管理データの集積・分析を行って改善内
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図３　ＪＡ香川県管内のいちごの主な産地

図４　ＪＡ香川県のいちごの作付面積・
　　　生産量の推移
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容を「見える化」し、これらのデータを生
産者や指導員が情報共有・比較分析・技術
改善することで、産地全体の収量や品質向
上に寄与している。
栽培品種は、高設栽培に適応し、糖度
が高くさわやかな酸味の「さぬきひめ」
が約76%、甘味の中に酸味をしっかり感
じられ、ケーキとの相性が抜群の「女峰」
が約22%、その他（「さちのか」など）が
約２％である。

（４）出荷状況
栽培は、いずれの品種も９月に定植を行
い、10月中旬頃から収穫が始まる。出荷
のピークは３月中旬～５月頃であり７月中
旬頃まで市場に出回る（図５、写真２）。
主な出荷先は京阪神が６割、県内が２割、
その他が２割、出荷形態は生食用が８割、
業務用が２割である。
平成12年のＪＡの広域合併に合わせて、
香川県内の野菜・花き・果樹の生産者部会
の中心団体である香川県野菜花き生産者研
究会が設立され、それぞれの品目の生産者

部会が年次毎に生産・販売の方針、決定を
担っている。香川県野菜花き生産者研究会
いちご部会では、役員会などを開催し、生
産状況報告や販売の状況報告などを行って
いる。
また、販売促進に向けた消費宣伝活動も
生産者部会、香川県および市町長の協力に
より毎年行っている。香川県のいちごをよ
り多くの消費者に買い求めてもらえるよう
日々努力を重ねている。

３　最近の取り組み
（１）環境にやさしい農業の実現に向けて
生産現場での省力化（農薬防除回数の
削減）や、「みどりの食料システム戦略」
の取り組み事項でもある環境保全（化学
農薬使用量の低減）を目的として、生物
農薬である捕食性天敵（「チリカブリダニ」
や「ミヤコカブリダニ」といったハダニ
類やアブラムシ類、スリップス類などの
害虫を食べる虫）の利用やUV-B（紫外線）
蛍光灯照射による病害（うどんこ病）抑
制を実施している（写真３）。
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図５　香川県産いちごの旬カレンダー
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写真２　収穫した「さぬきひめ」
丸みを帯びたかわいらしい形が人気を呼んでいる



（２）�ＩＣＴ（情報通信技術）を活用した
スマート農業の推進

今年度から、前述の「さぬきファーマー
ズステーション」の普及・拡大を図るた
め、香川県、生産者・生産者団体、各研
究機関、メーカーなどを協議会員とする

「さぬきファーマーズステーション推進
協議会」が発足した。
今後は、高位平準化システムの本格運
用に向けて、協議会員内で勉強会などを
開催し、技能の研さんに努めていく予定
だ（図６）。
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写真３　生物農薬としての捕食性天敵の活用（左）、ＵＶ－Ｂ蛍光灯照射による病害抑制
 

図６　さぬきファーマーズステーション推進協議会の概要

さぬきファーマーズステーション推進協議会設⽴までの経緯
いちご、ミカン(⼩原紅早⽣）の⽣産技術、栽培環境情報等を収集して⾼位安定⽣産技術を「⾒える化」する

システムとして、これらのデータを農業者や指導員が情報共有・⽐較分析・技術改善することで、産地全体の収
量や品質向上を図ることを⽬的に⾹川県が開発

⾼位平準化システム確⽴

Ｈ28〜29
いちご⽣産技術⽀援システム開発

「⼩原紅早⽣」ブランド果実栽培
⽀援システム開発

・新らくちんコントローラー開発
・環境・作業データ閲覧システム開発

・環境・⽣育データ閲覧システム開発

システムの試験運⽤・効果確認

Ｈ29〜Ｒ３

データの解析と検証

Ｈ29〜Ｒ５

活⽤⽅法の検討

Ｈ29〜Ｒ５

⾹川⾼専※ ⺠間企業との連携

現地実証ほ設置による確認

環境、⽣育データ等の調査・分析
→ 効果的な管理⽅法を確認

個別技術⽀援、集団利⽤の検討

Ｒ３ 基本システムを開発
活⽤⽅法の検討は、今後も継続

Ｒ４からはシステムの本格運⽤スタート

※ ⾹川⾼等専⾨学校
に協⼒依頼。同校が
すでに運営している
農作業情報データ
ベース 「iＦarm」
を活⽤。
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◆お問い合わせ先◆
　担当部署：香川県農業協同組合　営農部園芸指導課
　住　　所：香川県高松市一宮町字刷塚1431ー1
　Ｔ Ｅ Ｌ：087ー818ー4122
　Ｆ Ａ Ｘ：087ー818ー4111
　ホームページ：https://www.kw-ja.or.jp

◆一言アピール◆
　いちごには、「ビタミンＣ」や血を作るビタミンとも
いわれる「葉酸」のほかにも、「キシリトール」「食物繊維」
「カリウム」「ポリフェノール」など、健康効果、美容効
果が期待できるたくさんの栄養素が含まれています。
　香川県産のいちごは、多くが高設養液栽培を取り入れ
ており、太陽の光をたっぷり浴びて、色つやが良いのが
特徴です。
　先端（果頂部）の方が糖度が高いので、へたの方から
２回に分けて食べると、最後までおいしく食べることが
できます。
　香川県産の栄養豊富ないちごを、ぜひご賞味ください。
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さぬきファーマーズステーション推進協議会について

体制図
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事業内容
１ 基本⽅針
「ＳＦＳ」の運営により、ＩＣＴを活⽤して栽培環

境・作業データ等を省⼒的に収集し、得られたデータを
有効に活⽤する。今後、ＳＦＳのデータ収集システムの
進化と、⽣産者及び指導者の分析能⼒の向上を図る。

２ 主要事業
・ ＳＦＳの運営に関する事業（ユーザー等の利
⽤契約、保守・運営委託契約等）

・ 研修事業（研修会の開催）
・ 研究事業（システム改修に関する研究、新た
な営農技術体系の研究等）

・ 調査事業（先進地視察調査）

３ 役割
・会 ⻑︓⽣産者
・副会⻑︓ＪＡ⾹川県営農部⻑
・幹 事︓農業経営課 農業⾰新⽀援グループ
・事務局︓ＪＡ⾹川県園芸課

・誰もが使いやすいＳＦＳを確⽴
・多品⽬へＳＦＳを展開
・⽣産者、指導者の分析能⼒の向上

環境測定
機器

⽇射

CO2

温度

さぬきファーマーズステーション推進協議会（以下「協議会」という）は、本県が開発した栽培技術の⾼
位平準化システム「さぬきファーマーズステーション〜みんなの農業記録〜」（以下「ＳＦＳ」という）の
普及・拡⼤を図り、システムから得られた環境・作業データの共有・分析に基づく栽培管理の最適化によっ
て、⾼品質な農産物を安定的に供給できる産地づくりに寄与することを⽬的とする。

進化したＳＦＳによるデータの
収集と、⽣産者や指導機関の分
析⼒の向上により、地域全体の
⽣産性・収益向上を実現

⽣産者団体

・第⼀讃陽
・⾼松溶材社

⾹川県

⽣産者

研究機関等
・⾹川⾼専
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